







































































































写真 3　浜空神社での最後の慰霊祭　2008 年 4月 6日
3．営内神社等の終焉
　神社祭祀の歴史は古く原始信仰に遡り、創祀不詳の神
社は数多くある。一方で神社がなくなり祭祀が途絶えた
事例は数少ない。明治末期に神社整理政策によりおびた
だしい数の神社がなくなったが、これは「合祀」により
祭神が別な神社に遷されたのであり、祭祀は継続された。
しかし、営内神社等は海外神社とともに、近代（多くは
昭和戦前期）に創祀され、敗戦とともに殆ど消滅したの
である。日本宗教史上の稀有な事例であり、その終焉の
状況の調査・検討は宗教学上重要であるが、記録は少な
い。連合国軍進駐の前に、神聖なものを汚されたくない
として御神体や社殿を奉焼した事例が各地にあり、社前
で自決した事例もあり、営内神社等が将兵や軍学生にと
って精神的な支柱であったことがうかがえる。残った社
殿が新たな役割を担った事例も各地にある。鳥船神社は
「浜空神社」として戦没者慰霊の場となり、陸軍登戸研
究所の「弥
やごころ
心神社」は明治大学農・理工学部がある生田
キャンパスで生産祈願の「生田神社」となり、横須賀海
軍水雷学校の「水雷神社」は関東自動車工業（株）の
「関東神社」、さらには会社合併によりトヨタ自動車東日
本（株）本社の宮城県へ2016年に社殿を移して「豊
ほう
東
とう
神
社」となり、祭祀が続いている。営内神社等の記憶や社殿
が、地域や学校・会社などに生きている事例といえよう。
企業の神社と営内神社等の類似性も注目している。
4．営内神社等の祭神
　営内神社等の祭神がわかれば、どのような祈りや祭祀
が行われ、なぜ建立したのかもある程度想定できる。祭
神をほぼ把握している69社の主な内訳は次の通りであ
る（併祀を含むので合計数は一致しない）。
　①戦死病没者・殉職者　42　　②天照大神　31
　③鹿島・香取神　　　　14　　④明治天皇　  8
　⑤八幡神　　　　　　　  4　　⑥稲荷神　　  4
②以下は神祇である。天照大神が最も多いのは、最高神
であり陸軍士官学校などでは武神として祀り、1940年
に海軍省は艦内神社や部隊・官衙・学校の神社では天照
大神を主神として祀るよう定めていたことなどが考えら
れる。③～⑤は武神で、明治天皇も護国の神として祀ら
れた（3）。この他に兵科と関係のある神を祀ることもあり、
陸軍防空学校の「防空神社」は天鳥船命を祀った。⑥は
屋敷神の性格をもち、営内神社等の古い事例にみられる。
　このように、軍の神社として武神が多く祀られたが、
①が最も多かった。戦死病没者は靖國神社・護国神社で
祀られることから（戦病死者の靖國神社合祀は1898
年から）、殉職者を祀ることが営内神社等の特色であり、
靖國神社の祭祀を補完する招魂社的性格といえる。
5．営内神社等の創建理由
　営内神社等の創建理由は、およそ⑴守護神・武運長久
祈願、⑵精神教育、⑶慰霊・顕彰の三つに分類できる。
⑴⑵は通常神祇を祭神とし、⑶は戦死病没者・殉職者
を祭神とするが、この場合は⑴⑵の理由も含む。
　⑴は隊員・軍学生や部隊の安全、天佑神助・武運長久
などを祈るためである。
　⑵は育成をめざす精神により三つに分類できる。第一
は、尽忠報国の精神の涵養である。天皇の軍隊として、
絶えず神前に天皇への忠誠を誓わせることは、特に軍学
校で厳しく教育された。第二は、敬神崇祖の念の涵養で
ある。敬神崇祖を忠孝と結びつけて、日本人の根本精
神・伝統的美風として特に満州事変以後の日本精神の高
揚とともに強く叫ばれた。第一の尽忠報国とも結びつく
もので、その涵養の場として、軍ばかりでなく全国に神
社・神祠や神棚が数多く建立・設置された。第三は、神
明照覧の下での人格の陶冶である。陸軍憲兵学校が「憲
15
センター
兵の往くところに必ず憲徳神社在すの印象の涵養」を目
的として憲徳神社を建てたことによく示されている。
　⑶は出身戦死病没者・殉職者を祀り、慰霊顕彰するた
めである。特に航空関係は多くの殉職者を出したが、靖
國神社に祀られないことから、部隊や学校で慰霊し偉勲
を顕彰した事例が多い。大村海軍航空隊の招魂祠は、
「殉職者ノ霊ヲ祀リ以テ隊員一同ガ修養ノ資タラシメ度
たく
候」と建設目的を上申しているように、精神教育をも期
待していた。戦死病没者は靖國神社や護国神社でも祀ら
れるが、個人が埋没してしまうことから、個人を想起で
きる所属の部隊や出身学校の方が慰霊・顕彰に適してお
り、精神教育も期待できたからであろう。
6．営内神社と靖國神社―営内神社の系譜を探る―
　営内神社等の祭神として最も多いのが、既述のように
戦死病没者・殉職者であった。また、営内神社の最古と
いわれる1898年創建の工兵第一大隊「営内神社」や、
これに次ぐ1905年創建の高知歩兵第四十四連隊「忠
魂社」で隊の戦死病没者を祀っていた。部隊の死者を部
隊で祀るというのが営内神社の当初からの基本的性格で
あったと思われる。このように考えると、営内神社の系
譜として、幕末に奇兵隊など長州藩諸隊が藩内各地に建
設した招魂場や靖國神社に遡って検討する必要がある。
　招魂場は、四境戦争や戊辰戦争などに出陣した諸隊の
戦死者を神霊として祀った招魂墓地である。1864年に
高杉晋作や白石正一郎らによって初めて奇兵隊の招魂場
が馬関（下関の古称）に設けられ、翌1865年に社殿
が建設された。櫻山招魂社、現在の櫻山神社である。社
殿背後には、尖頭角柱の石碑「神霊碑」（当初は木碑）
が391基整然と並ぶ。同年に藩は郡ごとに招魂場の開
設を命じ、諸隊の招魂場が藩内各地に設けられた。この
招魂場が靖國神社に繫がるものとして注目している（4）。
　靖國神社は、江戸城に入城した東征大総督が、1868
年 6月2日（日付は旧暦）に西ノ丸大広間で東征中の
官軍戦死者の招魂祭を行ったことを起源としている。翌
年6月に、軍務官副知事大村益次郎が中心となって建
設した東京招魂社（1879年に靖國神社と改称）は、同
月12～24日の軍務官達
たっし
等に「招魂場」「招魂場取建」、
『招魂社沿革記』に「招魂場小社」と記されるなど（5）、
当初は「招魂場」と称し、29日に軍務官知事が祭主と
なって「霊招式」を行った。前年閏4月に神祇官が設
置されていたが、江戸城での招魂祭は大総督府が執行し、
東京招魂社の建設と霊招式は軍務官が行った。戦死者に
対してその軍で招魂祭を行うという長州藩招魂場の祭祀
のあり方が、「招魂」の名称とともに受け継がれ、東京
招魂社は以後も軍務官（のちに陸海軍省）専管となって
いったのである（この故に賊軍祭祀はあり得ない）。長
州諸隊と密接に関わった大村が東京招魂社建設にあたっ
たことも、両者を結びつけた可能性がある。
　陸海軍墓地は、徴兵や志願により集められた国軍兵士
の墓地である。1871年に最初の陸軍墓地として大阪に
真田山陸軍墓地が設けられると、域内に「祭魂社」（招
魂社）が建てられ、招魂祭が行われた。同年音羽陸軍墓
地建設にあたり、兵部省軍務局は域内に「一社ヲ設合祭
相成度候」と伺い、埋葬者の霊を合わせ祀る社を建てる
計画があった。東京招魂社も、官員の神葬墓地を神域内
に設けて「小社」を建て霊祭を行いたいと兵部省が太政
官に伺っている（6）。墓地と社の関係は、長州招魂場に社
殿を設けたことに通じるものがある。陸海軍墓地は、官
軍が国軍に変わったことによる招魂場の新たな形態とみ
ることができよう。
　ところが、台湾出兵・西南戦争の戦死者を埋葬した長
崎の佐古招魂社は、1881年に社殿の建設を取りやめて
合葬碑を建て、真田山陸軍墓地での招魂祭は1883年
に墓域外で行うことになり、招魂社はやがて廃絶した。
墓地と社、遺体の処理と霊魂の処理の場が切り離された
ということである。その変化をもたらしたのは、1882
年に神官の葬儀への関与を禁止した内務省達丁第一号と
思われる。この法令により、靖國神社は神職が音羽陸軍
墓地で埋葬式を行うことができなくなった。靖國神社は、
創建当初から神霊のみを祀りつつも、陸軍墓地での葬儀
埋葬の一端を担うなど長州招魂場の祭祀に繫がる性格を
有していたが、1882年以降はその性格が失われた。
　営内神社等は、死没者の葬儀埋葬に直接関わる施設で
はないが、部隊の死没者を部隊が神式で祀ることにおい
て、長州招魂場や靖國神社の祭祀に通じる性格を有して
いたといえる。営内神社等は、関係死没者を靖國神社で
鎮霊した御神体、あるいは神符を拝戴して祀るなど、両
社の関係は敗戦まで続いた。
おわりに
　営内神社等は、さまざまな性格をもって近代に創建さ
れ、敗戦とともに消滅した。軍と神社との関係や、近代
の戦争に神社が果たした役割などを探る上でも重要であ
る。しかし資料が少なく、全体像が見通せない。艦内神
社を除いて200社程確認しているが、全体のほんのわ
ずかであろう。研究者も少なく研究があまり進んでいな
い。営内神社等の情報を求めている。
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